
デザイン思考講座
演習



e ラーニングの振り返り

3

新たな技術が生まれ、世の中の価値観が大きく変わる時
（第４次産業革命）が訪れています。



e ラーニングの振り返り
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商品には寿命があり、それぞれの商品に改良を重ねていって

もいつかは寿命が訪れます。そこで、常に新しい商品の開発を

目指し、新商品を生み出していく必要があります。企業に商品

開発部門が存在している理由でもあります。

１つの商品を寿命まで支えていくことも大切ですが、それに

代わる新たな価値（＝新商品）を開発し続けていくことも求め

られています。デザイン思考は、その取り組み方の１つです。

ビジネスの現場で“イノベーションし続けること”が求められている



e ラーニングの振り返り
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デザイン思考は、絶えず循環し、
イノベーションを起こし続けて
いく終わりのない取り組みです。



アイスブレイク

「意外な共通点」

●4人グループで話し合い、全員の共通点を探してください。

●ありきたりなものではなく“意外な”共通点を探してください。

●10分後に最も意外な共通点を発表してもらいます。

円滑なコミュニケーションを実現させるためにお互いを知ろう！
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課題発表

① 正面に座っている人が、“あなたのユーザー(お客さん)”です。

② 演習の終わりまで、 “同じユーザー”と課題に取り組みます。

課題への取り組み方

課題の説明

課題：ユーザーの困りごとをアプリ提案で解決しよう！

① ユーザーに、日々の生活のなかの困りごとをインタビューします。

② 困りごとを解決するスマホアプリを考えて提案します。

③ ユーザーからのフィードバックをもとに提案を改善していきます。
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インタビュー

ユーザーにインタビューをしよう 使用ワークシート：a

「日々の生活のなかでの困りごと」
についてインタビューをします。
インタビューは2回行います。

8

1回目の内容を記入します。
ユーザーの気持ちになって広く
困りごとを聞いてください。

2回目の内容を記入します。
アプリの提案に向けて1つの困り
ごとを掘り下げていってください。



問題定義

インタビューから得られた問題を定義しよう 使用ワークシート：b

インタビューからみえた
ユーザーのニーズとインサイト
を定義します。
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ユーザーが表面的に求めて
いるニーズを記入します。

ユーザーが気が付いていないと
思われる(でもあなたは気付いた)
インサイトを記入します。



フィードバック

問題定義についてフィードバックをもらおう 使用ワークシート：b

あなたが見つけた“インサイト”
をユーザーに提案し、フィード
バックをもらいます。
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ユーザーからのフィードバック
を記入します。



アイデアスケッチ

アイデアを描いてみよう

ユーザーの“インサイト”を満たす
提案を考えます。「質より量」を
重視して、思い付いたものを描い
ていきましょう。
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使用ワークシート：c

思いついたアイデアを
“描いて”いきます 。
文字は使わずに絵だけで
表現してください。



フィードバック

ユーザーからフィードバックをもらおう

アイデアスケッチをユーザー
に見せてフィードバックをも
らいます。
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使用ワークシート：d

ユーザーからのフィード
バックを記入します。



まとめと連絡

共感(インタビュー)→問題定義(インサイト発見)→創造(アイデアスケッチ)を体験しました。

また、ユーザーからフィードバックをもらう体験もしました。

本日のまとめ

連絡

次回は、デザイン思考の後半プロセスを体験しています。

演習課題(ワークシート)は回収しますので、表紙の下部に“自分の名前”を必ず記入してください。
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アイデアスケッチ

フィードバックを反映させてアイデアを考えよう

ユーザーからのフィード
バックを踏まえ、より良い
提案を考えましょう。
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使用ワークシート：e

新しい提案を1つ詳細に
書きましょう。文字を
使っても構いません。



フィードバック

ユーザーからフィードバックをもらおう

再度アイデアスケッチを
ユーザーに示し、フィード
バックをもらいます。
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使用ワークシート：f

ユーザーからのフィードバック
を記入します。



プロトタイプ作成

アプリのプロトタイプを描いてみよう 使用ワークシート：ap/AP

ユーザーのインサイトを満たすアプリをスマホに描いてみよう

動きや場面を表現してみよう デザインなどを詳細に表現してみよう
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フィードバック

フィードバックをまとめてみよう

プロトタイプをユーザーに説明
をして、フィードバックをもら
います。
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使用ワークシート：g

ユーザーからのフィー
ドバックを４つの項目
に分類し、記入します。



プロトタイプ修正

プロトタイプを修正しよう

フィードバックから得た改善点や追加のアイデアを反映させてみる
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使用ワークシート：ap/AP

動きや場面を表現してみよう デザインなどを詳細に表現してみよう



フィードバック

フィードバックまとめてみよう

修正後のプロトタイプを
再度ユーザーに説明をし
て、フィードバックをも
らいます。
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使用ワークシート：ｈ

ユーザーからのフィー
ドバックを４つの項目
に分類し、記入します。



全体共有

以下の流れで、あなたの提案(アイデア)を共有してください。

A：「Bさんは〇〇という困りごとを訴えていましたが、私はBさんのインサイト
は△△ではないかと仮説を立て、□□を提案をしました。」

B：「Aさんの提案を受け、私は▲▲だと思いました。」

→役割を交代
→その後、次のペアに移る

提案を共有しよう
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まとめと連絡

本日のまとめ

連絡

創造(アイデアスケッチ)→試作(プロトタイプ作成)→検証(フィードバック)を体験しました。

また、フィードバックをもとにプロトタイプを修正する過程も体験しました。

次回は、演習における学びを振り返ります。

演習課題(ワークシート)は回収しますので、ご協力ください。
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今までの振り返り
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デザイン思考は、絶えず循環し、
イノベーションを起こし続けて
いく終わりのない取り組みです。



学びの振り返り(個人)

学んだことを振り返ってみよう

ここまでの演習で…

新たに知ったことや発見したこと、
感想、活用の場面

などを記入してください。

箇条書きでもいいので
なるべくたくさん記入
してください。
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使用ワークシート：i



学びの振り返り(グループ)

個人の振り返りと同様に、
グループで本研修における
学びについて振り返り、意
見を記入してください。

グループで出た意見
を記入してください。
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使用ワークシート：i学んだことを振り返ってみよう



全体共有

グループで出た意見を全体に共有していきます。

1人の方に代表して発表してもらうので、代表者を決めて
ください。

全員で情報を共有しよう
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まとめ講義
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デザイン思考は、絶えず循環し、
イノベーションを起こし続けて
いく終わりのない取り組みです。



商品には寿命があり、それぞれの商品に改良を重ねていって

もいつかは寿命が訪れます。そこで、常に新しい商品の開発を

目指し、新商品を生み出していく必要があります。企業に商品

開発部門が存在している理由でもあります。

１つの商品を寿命まで支えていくことも大切ですが、それに

代わる新たな価値（＝新商品）を開発し続けていくことも求め

られています。デザイン思考は、その取り組み方の１つです。

ビジネスの現場で“イノベーションし続けること”が求められている

まとめ講義
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